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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・教育委員会より第4回法人研修出欠結果が表示されています。各自確認をして下さい。
変更がある際は小島SGMへ報告して下さい。
・個人情報漏洩巡視結果が表示されています。各自確認をして下さい。
・大下伸治様(北病棟入院中)がデイケアを見学、体験利用予定となっています。

見学予定日は11/9(水)10:30～、体験利用予定日は11/10(木)9:30～16:00

グループホームへの体験外泊は11/9(水)13:00～11/10(木)16:00までとなっています。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～11/1(火)17:48にオンコールへ連絡あり。コロコロ（掃除用具）を購入し掃除をしたが、シートの取り方がわからないとのこと。翌日の訪問時に対応をすることとし、外し方を伝えている。
・青木　紀子　様～11/3(木)に入電あり。アパートの大家に二世帯を一世帯へリフォームした部屋を見てもらったとのこと。家賃は3.6万円、共えい費は1.2万円になるとのこと。家賃は12/1から上記へ変更、生活保護費は11/1から変更となる。生活費について贅沢はできないけれど何とかなりそうと話している。
　　　　　　　　　11/5(土)18:39に入電あり。交際者が弟の自宅へ外泊しており、寂しい為友人(福井彩様)のアパートへ行くと話す。また、交際者と入籍予定だが、公にはしないでほしいと話している。松尾歯科で抜歯をした際、喫煙をしないように言われ、今まで抜歯をした際に言われていなかったことから対応に不信感があるとのこと。

・赤石　陽介　様～11/3(木)定期訪問実施。体調について眠れないが職場に行くことはできると話している。飲酒状況について、2か月飲酒をしていないと話している。また、喫煙について以前は1日一箱消費していたが、現在は3日に一箱の消費となっているとのこと。入浴をしたいと希望があり、現在は清拭と足浴で対処している。
・鈴木　知子　様～11/3(木)に入電あり、入浴サービスを利用したいと話す。翌日の時間指定をしている為、対応するがその日は利用せず。別の日に姉様と銭湯に行くことにしたとのこと。
・北村　奈美　様～8:21に入電あり、朝方にカレーを作り、翌日の昼に食べても大丈夫か質問をしている。念のため冷蔵保存を勧めると、お礼を述べ通話を終了する。
・福井　彩　　様～20:00に入電あり、母様・弟様と青森市で行われた重症筋無力症の交流会に行ったと話す。感想として、メンバーが自分よりも高齢であったが知らないことを聞くことができ、勉強になったとのこと。重症筋無力症罹患者はインフルエンザワクチンを接種しないほうが良いと聞き、職場で接種を勧められていたが断ると話している。
・我満　奈津紀様～定期訪問を実施。室内は物が散乱しているが、座るスペースはあるような状態である。最近、食後に嘔吐をすることがあったが、排便後は体調が良いと報告をしている。本人よりストレスだと思うと発言あり。11/3に娘様の高校の文化祭に行き楽しんできたとのこと。また、12月に行われる餅つきが楽しみだと話している。
・我満　望　　様～11/3に高校の文化祭があり、準備にも行くと話している。現在登校日数が少ない状態だが、今後の登校については「レポート出せば良いんだもん。行かない。無意味なことはしたくない」と話している。また、担当医について伊藤Dｒより「窪田先生が発達障害について勉強していて詳しいから」と話され、今後担当医が変更になるかもしれないと話す。
・中居　美津子様～定期訪問を実施。室内の状況は反射式ストーブの周囲にごみがあり、燃えやすいものをストーブの周囲に置かないよう助言している。右目周囲に内出血があり、白目部分が充血している。「安ヶ平先生からもらった目薬をさす」と話すが、内出血は指摘されるまで気付いていなかったとのこと。職員が帰り際、自ら医療費滞納について話している。「実は5万円ほど貯めこんでいた。整形外科にも通っているから、生活が苦しくて」と話しているが、医療費滞納についての面談を行ったことについては「セルリアンにいたらワーカーに声を掛けられて個室に連れて行かれた。月に1万ずつ払うことになったけれど、個室に連れて行って2対1で私を責めるようなことをして法に触れるんじゃない？」と話している。個室に移動したのは、個人情報に配慮したのではと伝えるが、聞き入れる様子はない。市役所より臨時福祉給付金の案内が届いており、以前高齢者側の給付金を申請していたが、再度申込みを行うと話す。その給付金で医療費の返済ができると伝えると「使い道は決まっているんです。月々の生活費にします」と返答する。弟様、姉様へお金が足りなくなったら借りたいと申し出たが、どちらからも「生活が苦しい」と断られ、クレジットカードでお金を借りようと思うと話す。クレジットカードは2枚あり、限度額が30万円だと話すがカードを見せることはない。利子について等伝えるが、金融会社の仕組みについて理解をしていない様子がある。青明舎で弟様の住所と電話番号、姉様の電話番号を控えている。
＜グループホーム利用者様情報＞
・坂本　健治　様～11/4(金)柿の木苑で就労中、幻聴が8回あったと報告している。頓服薬は持参していたが服用せずにいる。11/4夕方より外泊中である。
・村上　元道　様～11/5(土)に世話人へ主治医、看護師（佐々木氏）、江刺家氏へ相談したと報告している。内容は「東京の方に行ってＡ型就労をしたい」というものである。今後、関係機関の職員と会議を行いたいと希望している。現在は朝早めの時間に起床し、職場へ遅刻せずに出勤することができている。
・田中　一　　様～先週、弁護士への無料相談へ行っている。母様が住んでいたアパートの処分について、弁護士より「所有者でない人は解体することができない。荷物を片付けそのままにして良いのでは」と助言されている。その内容を特定相談員三浦氏、ＧＨ世話人江口氏で土地所有者の向谷地氏へ伝えると、向谷地氏も司法書士に相談をしており同じような内容を話された様子。その為、田中様との土地の契約は10月で終了となっている。しかし、田中様はアパート内の電話線等の配線が気になる様子で、電力会社やＮＴＴへ電話連絡をしている。主治医より荷物を片付けアパートを引き払い終了と言われ、納得している。

　　　　　　　　　荷物の処分料の支払いがあり、11/10(木)特定相談移山寮の三浦氏が来訪する。世話人付き添いにて三浦氏へ支払いを行う予定となっている。

・繁名　和恵　様～ＧＨ世話人が訪問時に「私、○○さんに休むって言ってる」とデイケアを欠席したいと話している。世話人より出席を促されている。来所時、顔色不良さみられる。来所後はスタッフに話し掛けもあり過ごす事はできていたが、不調を訴え早めに帰宅をしている。

・船場　幸子　様～本朝、朝食後薬と昼食後薬を間違えたと報告している。薬事情報は同じであり、問題がないことを伝えている。やや混乱がみられている。

＜利用者様情報＞
デイケア

・澤口　利香　様～本日体験利用をしている。冴えない表情でマスクを着け来所しており、「元気が出ない」と話している。エアロビクスには参加すると笑顔で答え取り組んでいるが、途中で体調不良を訴え退席している。詳細について「だるくて頭がぼーっとする」と答える。体調不良の為、12:00で帰宅している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。以前から青山荘の見学を希望しており、午後からスタッフ同行で見学に行っている。建物の中を案内すると表情良く見学し、一通り見終ると最後に「青山には前に１回来たけど、少ししか見れなかったから今日は本当に良かったです。忙しいのにありがとうございました」と礼儀正しくお礼を述べている。本日は午後散策に行き、帰宅要求なく落ち着いて過ごすことができている。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供あり。数日間残食が目立っている。体調が良くない、お腹が空かないと話しているが間食はしている。朝食は主食3/1、副食少量、味噌汁を摂取している。昼食は主食に手をつけず、他は摂取している。残食が目立つ際は声掛けを行っていく。
ナイトケア
・特記事項なし。
＜外来情報＞
・田中　一　　様～アパートを引き払う件について報告している。アパート内の電話線等の配線が気になる様子で、電力会社やＮＴＴへ電話連絡をしているが、主治医より荷物を片付けアパートを引き払い終了と言われ、納得している。
カンファレンスシート（藤村　翔　様）　

実施日：H28年11月7日（月）13：30～14：00

担当チーム：慶長･藤田

参加者：佐々木､工藤､慶長､馬場､石渡､小嶋､江口､岩澤､名久井､藤田

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	藤村　翔　様
	性別
	男
	年齢
	33
	生年月日
	S58.3.23

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	自宅生活

	家族希望
	グループホームでの生活と病状の安定

	入院歴
	計　1回（最終：H14年9月～H21年9月27日）岩手県立一戸病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年1月4日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護(毎週金曜日)、外来受診(水曜日)、青明舎

	住居：グループホームあおみ

　　　H27.10.1～入居
	家族構成

祖母・父・母・弟



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

自立支援（上限額：10,000円）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら対処法を考えていく。

	②社会生活に必要な知識を身に付ける。
	②色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。
	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	②生活において気になったことは自分から相談する。本人の発言に対し状況を確認し、気になったことに対処できるよう方法を考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	・幻聴はあり、突然、幻聴の内容について自分からスタッフへ話してくることもある。デイケアの廊下の天井から幻聴が聴こえてくるとのこと。10/11、大声で独語していることあるが、スタッフ介入により落ち着いている。担当医との問診の際､幻聴の内容について伝えているが、精神状態は安定している。

・服薬管理は出来ており、忘薬はない｡

・不調時にはスタッフに相談して欲しいことを伝えると理解しているが、自ら話してくる事はなく、スタッフから話しかけると話す事が多い。
	今後も目標と計画は継続。自分から不調を話す事が少ないため、スタッフから声を掛けていき、不調の有無を確認していく必要がある。また、精神症状に左右された言動があった際は、対処法を考え実践できるように関わっていく。

	②気になることや思ったこと等は積極的に発言する。
	・H27.10.1よりグループホームあおみへ入居し、1年が経過している。入居後の生活にも慣れてきており、支障なく生活出来ている。本人も生活上で困っていることはないとの事。金銭管理はしっかり出来ており、使い過ぎる事はない。
・食事は朝食のおかずを一週間分母様が差し入れし、炊飯は自身で行っている。また、食材があると調理することもある。昼食は青陽館、夕食は青山荘を利用している。
・グループホームでは買い物（嗜好品）、洗濯、掃除は出来ており、他者がやらない時には代わりにごみ捨てを行っている。自分の役割はしっかりと行うことが出来ている。

・入居当初、光熱費が高額になることがあったが、以降、節電を心掛け、不必要な電気を使わないようにしたり、他入居者への声掛けもしている。

・必要なことや疑問に思ったことはその場で発言することも出来ており、トラブルに発展することもない。

・家族としては、将来的にはグループホームで生活しながら、B型の就労施設を利用出来ればと考えているようである。
	グループホームへ入居し1年が経過し、日常生活はある程度1人で出来るようになってきている。また、気になることや思ったことも発言でき、トラブルに発展することもない。

上記状況である為、現在の目標と計画は達成とする。今後本人と面談を行い、ニーズを把握すると共に、家族の考えを踏まえた上で今後の方向性を決定し、目標計画を立てていく。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。
	①-1

幻聴があった場合の対処法を身に付ける。


	①-1

病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。
	①幻聴に左右された行動に注意し、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)に気付いた際は相談する。
　スタッフは、病状変化が見られた際は、言動の振り返りを行いながら、一緒に対処法を考えていく。

	
	①-2

今後の方向性について現実的に考えられるようになる。
	①-2

デイケアのプログラムに参加し、今後の生活について具体的に考えられるようになる。
	②プログラムという現実的な活動を通じ、自身の能力を把握し、今後の生活について考えられるようになる。スタッフは本人と面談を行い、今後の方向性について一緒に検討し、実現可能な目標を立てていく。


